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	スライド 1: 　多くの人々は、何らかの側面で色々な「生きづらさ」を抱え、そのことに「痛み」を感じています。中でも、外国籍等の人々には社会構造的な不平等や無理解を根底にした数多くの「生きづらさ」があるため、「痛み」も数多く感じさせることになっています。重要なことは、そのことを軽減しようとしない社会は、すべての人々にとって生きづらい社会であるということです。 　そのような考えを共有した私たちは、この間、実情把握と議論を進め、外国籍等の人々が抱える「生きづらさ」の軽減に向けた施策を提言することにしました。 　

